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二
十
一
年
度
決
算
報
告

二
十
一
年
度
決
算
報
告

　

ふ
る
さ
と
南
丹
応
援
寄
附

金
の
使
途
は
。
寄
付
者
の
思
い

に
応
え
て
い
る
か
。

　

子
育
て
支
援
、
高
齢
福

祉
、
環
境
保
護
、
文
化
・
教
育

の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
事
業
に

９
月
に
補
強
を
完
了
し
た
の

で
、
耐
震
化
率
は
７１
・
７
％
。

残
り
は
１１
棟
。

　

平
成
台
の
土
地
は
、
「
早

く
処
分
を
す
る
」
と
い
う
付
帯

決
議
で
組
合
か
ら
１
億
９
２
０

０
万
円
で
買
い
取
っ
た
。
職
員

４
名
と
専
門
家
１
名
で
販
売
に

努
力
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
早

急
に
解
決
で
き
る
の
か
。

　

昨
年
１２
月
に
の
ぼ
り
や
看

板
を
設
置
、
新
聞
折
り
込
み
も

実
施
し
た
。
２２
年
６
月
ま
で
に

土
地
開
発
公
社
の
土
地
３
件
が

販
売
で
き
た
こ
と
は
成
果
。

買
い
取
っ
た
１３
区
画
の
中
で

は
販
売
で
き
て
い
な
い
が
、
土

地
の
価
格
が
下
が
っ
た
状
況
も

あ
り
、
単
価
を
的
確
に
し
て
い

か
な
い
限
り
速
や
か
な
販
売
は

困
難
と
予
想
し
て
い
る
。

　

八
木
駅
西
土
地
区
画
整

理
事
業
に
伴
う
業
務
委
託
費

２
３
６
万
２
５
０
０
円
の
内
容

充
当
。
残
り
は
市
長
に
任
せ
る

こ
と
で
、
各
事
業
に
均
等
に
充

て
て
い
る
。

寄
付
金
事
業
の
Ｐ
Ｒ
は
企
画

管
理
部
で
、
財
源
充
当
は
総
務

部
財
政
課
で
担
当
。
寄
付
者
の

気
持
ち
を
大
切
に
、
今
後
、
関

係
部
局
の
連
携
を
密
に
し
た

い
。

　

八
木
支
所
の
予
算
で
企
業

会
計
で
あ
る
水
道
事
業
の
事
務

費
、
電
気
代
等
を
負
担
し
て
い

る
が
問
題
で
は
。

　

経
費
等
を
明
確
に
す
べ
き

は
。

　

八
木
駅
周
辺
の
都
市
再
生

整
備
計
画
検
討
の
た
め
発
注
し

た
。
八
木
駅
西
土
地
区
画
整
理

事
業
区
域
、
駅
東
側
等
に
つ
い

て
ど
う
い
っ
た
整
備
が
で
き
る

か
を
検
討
し
た
。

駅
舎
に
つ
い
て
は
企
画
管
理

部
で
実
施
、
検
討
す
る
中
、
事

業
採
択
に
向
け
整
備
計
画
書
が

必
要
と
な
る
の
で
、
事
業
実
施

に
向
け
て
の
業
務
委
託
を
し
た
。

　

少
子
化
と
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置
が

進
ん
で
い
な
い
が
、
見
通
し

は
。

　

美
山
・
日
吉
区
域
の
中
で

進
ん
で
い
な
い
。
２
人
世
帯
や

１
人
世
帯
の
中
で
は
後
継
者
が

帰
っ
て
く
る
見
通
し
も
な
く
、

資
金
の
関
係
等
で
設
置
が
進
ま

な
い
状
況
で
あ
る
が
粘
り
強
く

進
め
る
。

　

保
育
料
の
滞
納
な
ど
未
収

入
額
が
多
い
が
、
解
消
へ
の
取

り
組
み
は
。

　

５
５
０
万
円
程
度
の
未
収

入
が
あ
る
。
未
納
者
に
は
電
話

や
訪
問
で
納
付
を
求
め
て
い

で
あ
る
が
、
分
割
は
し
に
く

い
。
庁
舎
に
つ
い
て
も
使
用
料

を
と
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

ち
ら
も
市
の
業
務
で
あ
り
、
市

長
の
判
断
で
免
除
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
と
の
考
え
で
い
た

が
、
法
律
等
も
十
分
に
精
査
し

て
対
処
し
た
い
。

　

学
校
の
耐
震
化
工
事
の
進

ち
ょ
く
状
況
と
残
り
は
。

　

２２
年
３
月
末
で
、
耐
震
化

率
６６
％
。
繰
越
を
し
た
八
木
小

学
校
及
び
殿
田
中
学
校
の
校
舎

並
び
に
美
山
中
学
校
体
育
館
が

る
。　分

納
な
ど
も
提
案
し
て
い
る

が
困
難
な
こ
と
が
多
い
。
今
後

も
努
力
し
て
い
く
。

　

障
害
者
支
援
施
設
改
修
事

業
の
内
容
は
。

　

「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
び
び

日
吉
分
所
」
の
作
業
所
が
手
狭

に
な
っ
た
た
め
の
拡
張
で
、
府

の
補
助
金
を
受
け
て
作
業
所
を

１
棟
新
築
し
た
。

　

柔
道
整
復
師
の
給
付
件
数

が
多
い
。
全
国
的
に
不
正
請
求

の
問
題
も
起
こ
っ
て
い
る
が

チ
ェ
ッ
ク
は
で
き
て
い
る
の

か
。

　

保
険
適
用
に
は
、
負
傷
内

容
に
関
わ
ら
ず
医
師
の
意
見
書

の
添
付
が
必
要
。
審
査
は
国
保

連
合
会
の
専
門
機
関
で
行
っ
て

い
る
が
、
近
年
増
加
し
て
い

る
。　
　
　

本
市
で
は
、
送
付
さ
れ
た
意

見
書
と
レ
セ
プ
ト
を
確
認
、
照

合
し
て
い
る
。
確
認
や
体
制
整

備
は
他
市
町
村
と
連
携
し
て
い

く
課
題
で
あ
り
、
体
制
確
立
へ

問
題
提
起
し
て
い
き
た
い
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平

成
23
年
の
新
春
を
お
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
市
議
会
に
格
段
の

ご
鞭べ

ん
た
つ撻

を
頂
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
わ
が
国
は
不

安
定
な
世
界
経
済
・
国
際
紛

争
等
に
翻
ろ
う
さ
れ
、
今
な

お
国
内
経
済
の
先
行
き
も
厳

し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

本
市
も
誕
生
か
ら
５
年
が

経
過
し
、
多
く
の
大
型
継
続

事
業
が
完
了
、
ま
た
は
完
了

間
近
と
な
り
、
今
後
は
市
民

が
参
加
意
識
を
共
有
で
き
る

「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
推
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
議
案
審
議
と
と
も
に
議

員
提
案
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
は
市
民
の
皆
さ
ま

に
一
層
信
頼
し
て
い
た
だ
け

る
議
会
を
目
指
し
、
研
さ

ん
、
努
力
を
し
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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総
務
分
科
会

産
業
建
設
分
科
会

厚
生
分
科
会

主
な
質
疑

決
算
特
別
委
員
会
で
の

　

１２
月
定
例
会
は
、
１１
月
２４
日
開
会
、
１２
月
１５
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
な

ど
８
件
、
一
般
会
計
な
ど
の
補
正
予
算
９
件
、
議
員
提
出
議
案
３
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
閉
会
中
の

１０
月
に
審
査
し
た
２１
年
度
の
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
な
ど
８
特
別
会
計
並
び
に
１

企
業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
開
会
日
に
討
論
、
採
決
を
行
い
認
定
し
ま
し
た
。

指標で見る財政状況 平成21年度会計別決算状況

全会計 決算を認定平成21年度
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

一
層
信
頼
さ
れ
る

　
　

議
会
を
目
指
し
て

議　

長　

井
　
尻
　
　
治

12
月
定
例
会

会　　計　　名 収　　入 支　　出 翌年度繰越額 差引実質収支額
採決結果

賛成 反対

一 般 会 計 ２３４億５，９８２万円 ２２７億６，８２９万円 ２億７，３８３万円 ４億１，７７０万円 16 5

特

別

会

計

国民健康保険事業 ３６億９，４７２万円 ３６億２，６９５万円 ０円 ６，７７７万円 18 3

老人保健事業 ５，４７５万円 ３，２７１万円 ０円 ２，２０４万円 21 0

介護保険事業 ２９億６，１４７万円 ２９億５２７万円 ０円 ５，６２０万円 21 0

市営バス運行事業 ４，９９４万円 ４，６０３万円 ０円 ３９１万円 21 0

簡易水道事業 ７億４，６２９万円 ７億２，７８２万円 ０円 １，８４７万円 21 0

下水道事業 ２９億２，４１７万円 ２８億２，１１９万円 ６，０００万円 ４，２９８万円 21 0

土地取得事業 ３億４，５２５万円 ３億４，５２５万円 ０円 ０円 19 2

後期高齢者医療事業	 ４億１，９０５万円 ４億１，１２９万円 ０円 ７７６万円 18 3

企
業
会
計

上水道事業
収益的収支 ４億４，２０５万円 ４億１，２４８万円 ２，９５７万円

21 0
資本的収支 ８，６４３万円 ２億７，５３８万円 △１億８，８９５万円

区　　分 ２１年度 ２０年度 １９年度 備　　　　考

財政力指数 0.360 0.370 0.380 １に近いほど財源に余裕あり

経常一般財源比率（％） 100.7 100.9 104.9 100を超える数値が高いほど収入に弾力性あり

経常収支比率（％） 93.5 97.7 95.8
税などの一般財源に占める人件費等の経常的経費の割合。

８０％を超えると、財政に余裕がないとされる

公債費比率（％） 17.3 18.4 18.5
使い道が特定されない財源に占める公債費（返済金）の割合。

１０％を超えないことが望ましい

実質公債費比率（％） 20.4 19.7 17.7

一部事務組合の公債費負担など、その自治体の実質的な債

務負担の割合１８％以上になると起債（借入）に府の許可が必

要となる



一
般
会
計

一
般
会
計 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計 決 算
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 決 算
後期高齢者医療事業特別会計決算

委
員
長
　
森
　
　
嘉
　
三

平成21年度

一般会計歳入歳出決算

膨
れ
上
が
っ
た
起
債
残
高
は

３
１
６
億
円
。
実
質
公
債
費
比

率
は
許
可
が
い
る
２０
・
４
％
に

悪
化
。
財
政
調
整
基
金
・
減
債

基
金
高
は
３０
億
７
千
万
円
で
合

併
前
の
５０
％
に
激
減
。
基
金
が

枯
渇
す
る
と
前
年
度
と
同
様
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
全
分
野
で
大

幅
に
削
減
さ
れ
、
後
退
し
た
決

算
で
あ
る
。

①
市
町
村
合
併
の
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
と
さ
れ
て
き
た
「
合
併

特
例
債
」
の
発
行
は
ゼ
ロ
。
②

企
業
誘
致
奨
励
制
度
も
改
善
さ

各
参
与
は
、
支
所
長
と
し
て

住
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
、
本
庁
と
の
連
携
を
図
り
、

効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
て

き
た
。
そ
の
参
与
の
任
期
切
れ

直
前
の
１２
月
議
会
に
お
い
て
、

参
与
の
退
職
金
が
一
般
職
扱
い

と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
３
７
７
万

円
減
額
さ
れ
た
。
市
条
例
に
お

い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
に
掲

げ
る
常
勤
の
特
別
職
と
し
て
規

定
さ
れ
て
い
る
。

府
退
職
手
当
組
合
か
ら
１８
年

１１
月
に
「
特
別
職
に
参
与
の
位

本
町
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
事
業
主
体
が
市
で
あ
り
な

が
ら
、
一
般
質
問
の
答
弁
で
も

答
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、

具
体
的
な
目
的
、
開
発
利
益
が

示
せ
な
い
事
業
執
行
と
な
っ
て

い
る
。

小
山
東
町
土
地
区
画
整
理
事

業
で
は
、
市
長
が
組
合
長
を
兼

務
す
る
団
体
か
ら
売
れ
残
り
宅

地
を
買
い
上
げ
た
。
市
と
組
合

の
関
係
は
「
利
益
が
相
反
す

る
」
組
織
に
も
関
わ
ら
ず
強
行

し
た
が
、
売
れ
る
と
の
提
案
説

歳
入
総
額
２
３
４
億
５
９
０

０
万
円
、
歳
出
総
額
２
２
７
億

６
８
０
０
万
円
で
、
翌
年
度
繰

り
越
し
分
を
差
し
引
い
た
実
質

収
支
額
は
４
億
１
７
０
０
万
円

の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。

経
済
不
況
に
よ
り
法
人
市
税

等
が
落
ち
込
む
中
、
政
府
の
地

域
活
性
化
対
策
臨
時
交
付
金
等

の
国
庫
支
出
金
が
１０
億
円
を
超

え
る
歳
入
が
あ
り
、
堅
実
な
財

政
運
営
に
よ
っ
て
多
く
の
事
業

が
で
き
た
。

JR
複
線
化
の
完
成
や
高
齢
者

国
の
臨
時
交
付
金
の
増
加
に

よ
り
４
億
１
７
０
０
万
円
の
黒

字
決
算
と
な
っ
た
。
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る

が
、
基
金
の
取
崩
し
な
く
起
債

残
高
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
。

内
容
的
に
は
、
道
路
新
設
改

良
工
事
な
ど
地
域
要
望
に
応

え
、
JR
園
部
駅
ま
で
複
線
化
事

業
も
開
業
し
、
バ
ス
運
行
と
あ

わ
せ
交
通
手
段
の
確
保
が
さ
れ

た
。深

刻
化
す
る
野
生
鳥
獣
被
害

対
策
と
し
て
は
駆
除
と
防
除
の

多
く
の
国
保
加
入
者
は
税
が

重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
税

の
見
直
し
、
引
き
下
げ
を
す
べ

き
と
考
え
る
。
同
時
に
国
庫
負

担
の
増
額
を
求
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
保
法
第
４４
条
の
定

め
に
あ
る
低
所
得
者
に
対
す
る

窓
口
負
担
減
免
制
度
の
創
設
・

実
施
を
強
く
求
め
る
。

年
齢
を
７５
歳
で
区
切
り
差
別

的
な
医
療
と
言
わ
れ
て
い
る

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
は

廃
止
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

れ
ず
、
地
元
雇
用
促
進
も
実
効

が
見
ら
れ
な
い
。
③
平
成
台
の

売
れ
残
っ
た
土
地
の
買
い
上
げ

に
１
億
９
，
２
０
０
万
円
の
税

金
を
投
入
し
た
。
④
美
山
の
す

べ
て
の
地
域
振
興
会
か
ら
常
駐

市
職
員
を
削
減
し
た
。
⑤
市
職

員
の
３
分
の
１
は
嘱
託
や
臨
時

職
員
で
“
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
”
の
様
相
。
職
員
の
待
遇
改

善
と
併
せ
早
期
に
是
正
さ
れ
る

べ
き
。

置
付
け
は
な
い
」
と
の
回
答

で
あ
っ
た
が
、
当
初
予
算
に

お
い
て
は
、
特
別
職
と
し
て

の
退
職
金
の
支
払
い
を
含
め

て
提
案
さ
れ
、
議
会
に
お
い

て
も
承
認
し
て
き
た
。

退
職
手
当
組
合
の
回
答
に

従
わ
な
い
予
算
計
上
で
あ
る

な
ら
、
規
程
変
更
に
よ
り
、

退
職
功
労
金
等
の
名
目
で

も
、
予
算
計
上
ど
お
り
、
予

算
執
行
し
支
払
う
べ
き
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。

明
で
予
算
化
し
た
も
の
が
結
果

と
し
て
売
れ
残
り
「
不
良
資

産
」
の
取
得
に
つ
な
が
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
反
対
の
討

論
と
す
る
。

福
祉
、
児
童
福
祉
、
生
活
保
護

費
支
給
事
業
な
ど
住
民
福
祉
の

向
上
に
努
め
、
道
路
新
設
改
良

を
積
極
的
に
推
進
し
た
一
方

で
、
公
債
費
残
高
を
１４
億
４
６

０
０
万
円
も
減
額
し
た
。

総
じ
て
的
確
に
し
て
効
果
的

な
予
算
執
行
を
行
い
、
安
心
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
寄

与
し
た
。

事
業
が
進
め
ら
れ
、
学
校
の
耐

震
補
強
工
事
が
進
み
、
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
事
業
に
引
き
続
き
補

助
金
が
交
付
さ
れ
地
域
活
性
化

が
図
ら
れ
た
。

民
生
費
で
も
定
額
給
付
金
の

支
給
や
医
療
助
成
事
業
と
併
せ

て
社
会
福
祉
が
図
ら
れ
た
。
ま

た
、
環
境
計
画
も
進
展
し
た
。

以
上
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

と
将
来
展
望
に
つ
な
が
る
決
算

と
考
え
、
賛
成
す
る
。

い
。現

在
、
国
保
制
度
の
都
道
府

県
単
位
で
の
一
元
化
の
制
度
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
税
の
引

き
上
げ
、
低
所
得
者
の
医
療
か

ら
の
排
除
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
点
が
あ
る
。

国
の
動
き
を
見
な
が
ら
、
国

保
事
業
の
現
状
分
析
を
行
い
、

十
分
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

反 対 討 論 (要旨)

日本共産党市会議員団 　仲　　絹枝 議員

反 対 討 論 (要旨)

松尾　武治 議員

市議会だより『なんたん』／第20号 4市議会だより『なんたん』／第20号5

大西　一三 議員

日本共産党市会議員団

矢野　康弘 議員

南風クラブ

平成21年度

決算特別
委員会

委員長報告

賛　成
討　論
（要旨）

反　対
討　論
（要旨）

賛　成
討　論
（要旨）

反　対
討　論
（要旨）川勝　儀昭 議員森　　爲次 議員

丹政会

９
月
定
例
会
に
お
い
て
提

案
さ
れ
た
決
算
認
定
議
案
の

審
査
を
実
施
。

市
長
を
は
じ
め
幹
部
職
員

の
出
席
を
求
め
、
事
務
事
業

の
執
行
状
況
や
財
源
の
確

保
、
さ
ら
に
そ
の
事
業
効
果

等
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ

た
。市

長
か
ら
は
、
経
常
経
費

の
削
減
に
よ
り
一
層
努
力
を

す
る
こ
と
、
事
務
事
業
の
見

直
し
、
組
織
体
制
の
合
理
化

な
ど
、
市
域
の
一
体
感
を
早

期
に
醸
成
す
る
基
盤
づ
く
り

に
努
め
た
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。審

査
の
結
果
、
一
般
会

計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
、
土
地
取
得
事
業
特

別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
は
賛
成
多
数

で
、
そ
の
他
の
５
特
別
会

計
、
１
公
営
企
業
会
計
は
全

員
賛
成
で
認
定
し
た
。

決
算
す
べ
て
認
定
と
決
し

た
が
、
審
査
過
程
で
の
指
摘

事
項
や
意
見
、
要
望
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
市
政
運
営
に

反
映
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
。



平成22年度  一般会計補正予算（第３号）

●●

12
月
補
正
予
算

12
月
補
正
予
算

　

市
庁
舎
改
修
事
業
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
組
織
改
正
条

例
案
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
こ
と

と
の
整
合
性
は
。

　

条
例
案
に
伴
っ
て
の
予
算

で
あ
る
が
、
庁
舎
に
つ
い
て
使

用
す
る
こ
と
に
は
変
わ
ら
な

い
。
４
月
に
向
け
て
再
度
検
討

す
る
。

　

安
心
メ
ー
ル
の
情
報
提
供

が
遅
い
と
の
苦
情
を
聞
く
が
。

　

熊
の
出
没
情
報
は
、
入
っ

て
き
た
段
階
で
す
ぐ
に
知
ら
せ

て
い
る
が
、
不
審
者
情
報
は
、

一
旦
警
察
に
入
っ
て
か
ら
に
な

る
の
で
、
半
日
か
ら
一
日
遅
れ

る
。
今
後
検
討
し
た
い
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
機
械

導
入
の
減
額
理
由
と
し
て
、
面

積
要
件
を
満
た
さ
な
か
っ
た
と

の
こ
と
だ
が
。

　

当
初
予
算
で
は
バ
キ
ュ
ー

ム
カ
ー
導
入
の
要
件
と
し
て
、

２
０
０
㌶
、
４
０
０
０
ト
ン
で

協
議
し
て
い
た
。
２１
年
度
実
績

は
９０
㌶
、
１
７
９
７
ト
ン
。
計

画
の
甘
さ
は
反
省
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

都
市
計
画
法
の
道
路
幅
員

は
、
基
本
的
に
４
ｍ
が
公
道
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今

回
の
市
道
認
定
の
道
路
は
、

３
・
２
ｍ
の
幅
員
と
な
っ
て
い

る
個
所
が
あ
る
が
。

　

今
回
の
３
・
２
ｍ
の
幅
員

部
分
は
、
８
月
に
寄
付
を
い
た

だ
い
た
部
分
で
あ
る
。
緊
急
車

両
が
通
り
抜
け
ら
れ
る
道
路
に

し
て
欲
し
い
と
の
地
元
要
望
が

あ
り
、
市
道
認
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

の
対
応
や
現
時
点
で
の
短
期
証

発
行
者
数
は
。

　

過
年
度
滞
納
に
加
え
現
年

度
滞
納
も
あ
り
、
滞
納
に
伴
う

延
滞
金
も
あ
る
。

短
期
証
の
発
行
は
８
月
末
で

約
４
０
０
件
で
減
少
し
て
い

る
。
悪
質
な
滞
納
に
つ
い
て
は

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
今
ま

で
以
上
に
厳
し
い
対
応
を
し
た

い
。

　

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
の
緊
急

雇
用
で
２
名
削
減
と
の
説
明
だ

が
、
巡
回
体
制
は
ど
う
な
の

か
。

　

巡
回
は
平
日
昼
間
が
主

体
。
府
で
は
休
日
も
行
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
市

と
し
て
は
休
日
や
夜
間
の
対
応

の
考
え
は
な
い
。

会計名 補正前の額 補正額 補正後の額 概要

国民健康保険事業 ３４億８，９５３万円 １，３１０万円 ３５億２６３万円 療 養 給 付 費 な ど

介 護 保 険 事 業 ３０億４，４０５万円 △１４４万円 ３０億４，２６１万円 職員給与費等繰入金など

市営バス運行事業 ４，５７０万円 ３７万円 ４，６０７万円 嘱託職員賃金など

簡 易 水 道 事 業 ７億４，５１９万円 △２，３４５万円 ７億２，１７４万円 光 熱 水 費 な ど

下 水 道 事 業 ２８億８，９５８万円 △３，３７０万円 ２８億５，５８８万円 事業費の精査など

土 地 取 得 事 業 １億３，７４０万円 １億９，７２９万円 ３億３，４６９万円 公有財産購入費など

後期高齢者医療事業 ４億３，１４５万円 １８１万円 ４億３，３２６万円 職 員 給 与 費

各
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

平成２２年度 特別会計補正予算

歳出の概要歳入の概要
議会費……………………30万円減額

総務費………………8,079万円追加

民生費………………1,352万円減額

衛生費………………1,568万円減額

労働費……………………35万円減額

農林水産業費…………975万円追加

商工費………………3,256万円追加

土木費………………

合計…………………

消防費……………………

5,881万円追加

8万円追加

教育費…………………710万円減額

災害復旧費……………164万円追加

1億4,668万円

人事院勧告に伴う議員手当の減額など

市庁舎改修事業など

国民健康保険事業特別会計繰出金など

簡易水道事業特別会計繰出金など

緊急雇用創出事業の減額

南丹区域農用地総合整備事業など

京都新光悦村企業立地奨励金など

都市計画街路事業など

消防施設等整備事業など

体育施設管理費など

農地・農業用施設災害復旧事業

分担金及び負担金………
鳥獣害防止総合対策事業分担金など

汲取券等取扱手数料

地域バイオマス利活用交付金など

老人医療助成事業等補助金など

土地建物売払収入など

ふるさと南丹応援寄附金

土地取得事業特別会計繰入金

汲取券・ごみ袋等販売代金など

過疎地域自立促進特別事業債など

３９万円減額

使用料及び手数料………４５万円減額

国庫支出金……………１７４万円減額

府支出金………………２６８万円追加

財産収入……………５，６０７万円追加

寄付金…………………６１０万円追加

繰入金……………………４５万円減額

諸収入…………………

合計……………

９５４万円減額

市債…………………９，４４０万円追加

１億４，６６８万円追加

１１
月
２４
日
に
開
会
さ
れ
た
１２
月
定
例

会
に
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
１２

月
３
日
か
ら
各
常
任
委
員
会
で
審
議
さ

れ
、
１２
月
１５
日
の
本
会
議
で
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
市
庁
舎
改
修
事
業
を
盛
り
込

ん
だ
一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

は
、
「
旧
法
務
局
園
部
支
局
の
建
物
を

庁
舎
と
し
て
利
用
す
る
具
体
的
な
計
画

が
無
く
な
っ
た
中
で
は
、
そ
の
た
め
の

予
算
計
上
も
根
拠
が
な
く
、
補
正
予
算

案
は
修
正
さ
れ
る
べ
き
」
と
す
る
補
正

予
算
の
修
正
案
が
議
員
提
案
さ
れ
ま
し

た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
本
補
正
予
算
案
は
賛
成
多
数

で
可
決
し
た
も
の
の
、
「
市
民
の
利
便

性
、
安
全
性
、
効
率
性
に
配
慮
し
た
活

用
に
向
け
て
の
関
係
資
料
を
議
会
に
示

し
た
う
え
で
の
予
算
執
行
」
を
求
め
る

付
帯
決
議
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

1億４,668万円を追加
予算総額210億2219万円に

人
事
案
件

　
次
の
方
々
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

山
口　

正
美

（
日
吉
町
田
原
）

尾
上　

逸
夫

（
美
山
町
大
野
）

武
中
富
久
栄

（
美
山
町
島
）

環境パトロール

市議会だより『なんたん』／第20号 6市議会だより『なんたん』／第20号7

賛成16
反対 5



■
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

改
正

賛
成
全
員

　

可
　
決

　

議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
減
じ
る
も
の
。

■
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
３
号
）
に
対
す

　

る
修
正
案

賛
成
２
人　

反
対
19
人

　

否
　
決

賛
成
19
人　

反
対
２
人

　

可
　
決

庁
舎
改
修
事
業
に
お
い
て
は
、施
設
の
有
効
活
用
を

前
提
に
、市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、庁
内
で
十
分
な

協
議
と
意
思
の
疎
通
を
図
り
、市
民
の
利
便
性
、安
全

性
、効
率
性
に
配
慮
す
る
こ
と
。

な
お
、右
記
に
指
摘
し
た
内
容
な
ど
、活
用
に
向
け

た
関
係
資
料
を
議
会
に
示
し
た
う
え
で
、予
算
執
行
す

る
こ
と
。

以
上
決
議
す
る
。　

　
　

平
成
22
年
12
月
15
日

南　

丹　

市　

議　

会

●●

条

例

改

正

条

例

改

正

議
員
提
出
議
案

一般会計補正予算（第３号）討論

一
般
会
計
補
正
予
算
に
対
す
る
付
帯
決
議

■
特
別
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

賛
成
全
員

　

可
　
決

　

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
特
別
職
員
の
期
末
手
当
の

支
給
率
を
減
じ
る
も
の
。

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

賛
成
18　

反
対
３

　

可
　
決

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
準
拠
し
、
同
様
の
改
定
を
行
う

も
の
。

■
副
市
長
定
数
条
例
の
一
部
改
正

賛
成
全
員

　

可
　
決

　

「
２
人
」
か
ら
「
１
人
」
に
改
め
る
も
の
。

■
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

賛
成
全
員

　

可
　
決

　

市
長
の
事
務
部
局
の
職
員
「
３
７
３
人
」
を

「
３
５
４
人
」
に
改
め
、
教
育
委
員
会
関
連
の
職
員

「
82
人
」
を
「
64
人
」
に
改
め
る
。

　

農
業
委
員
会
の
事
務
部
局
の
職
員
「
３
人
」
を

「
４
人
」
に
改
め
る
も
の
。

■
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

賛
成
全
員

　

可
　
決

　

上
位
法
の
改
正
に
よ
る
も
の
。

■
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
改
正

賛
成
全
員

　

可
　
決

　

団
員
の
定
員
を
「
１
７
０
０
人
以
内
」
を
「
１
５

５
０
人
以
内
」
に
改
め
る
も
の
。

■
市
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行

賛
成
全
員

　

可
　
決

　

八
木
町
神
吉
地
内
の
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業

■
市
道
路
路
線
の
認
定

賛
成
全
員

　

可
　
決

　

園
部
町
小
桜
町
・
美
園
町
間
（
東
濠
支
線
）
の
市

道
認
定

◎
中
学
校
給
食
の
早
期
実

　

現
を
求
め
る
請
願
書

　

請
願
者

　

中
学
校
の
給
食
を
し
て

　

ほ
し
い
有
志
の
会

代
表　

吉
田　

恵
理

総
務
常
任
委
員
会
で
審

査
の
結
果
、
賛
成
全
員
で

採
択
す
べ
き
も
の
と
決

し
、
本
会
議
で
は
賛
成
多

数
で
採
択
し
ま
し
た
。

◎
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
反
対

　

す
る
請
願

　

請
願
者

田
中　

保
雄

他
４
名

産
業
建
設
常
任
委
員
会

で
審
査
の
結
果
、
賛
成
全

員
で
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
、
本
会
議
で
は
賛
成

多
数
で
採
択
し
ま
し
た
。

◎
精
神
障
害
者
へ
の
福
祉

　

施
策
に
関
す
る
請
願

　

請
願
者

　

南
丹
市
精
神
福
祉
推
進

　

家
族
会
園
部
支
部

　
代
表　

垣
村　

武
夫

他
３
名

厚
生
常
任
委
員
会
で
審

査
の
結
果
、
賛
成
全
員
で

採
択
す
べ
き
も
の
と
決

し
、
本
会
議
で
も
賛
成
全

員
で
採
択
し
ま
し
た
。

◎
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
を

　

認
め
る
民
法
の
一
部
改

　

正
」
に
反
対
を
求
め
る

　

意
見
書
提
出
に
関
す
る

　

陳
情

　

夫
婦
別
姓
に
反
対
す
る

　

京
都
府
民
の
会

事
務
局
長　

高
木　
　

実

他
４１
名

◎
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善

　

で
安
心
・
安
全
の
医
療
・

　

介
護
を
求
め
る
陳
情
書

　

京
都
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　
執
行
委
員
長　

森
田
し
の
ぶ

◎
取
調
べ
の
可
視
化
の
実

　

現
に
関
す
る
決
議
・
意

　

見
書
採
択
の
要
請
に
つ

　

い
て

　

京
都
弁
護
士
会

会
長　

安
保　

嘉
博
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条
例
改
正

職員の給与に関する条例の一部改正一般会計補正予算に対する付帯決議

賃金引き下げの影響は、市内の中小企業労働者の一時
金や来春闘に及ぼす影響も大きく、消費不況が一層進む
ことになる。
昨年に続き、過去に遡る「年間調整」をするとしてい
るが、これは労働者の権利の問題として認められない。
また、俸給表がマイナス改定される職員と現給保障層
の職員だけで、「調整」するために不公平が生じている。
国家公務員給与との比較として使われている「ラスパ
イレス指数」は、本市では、89・８と極めて劣悪な状況
下におかれている。
マイナス勧告がされた今年こそ、根本的な改善策を示
す必要がある。

本補正予算案には、法務局跡の建物を市民サービスを
ワンストップ的に提供する庁舎とするための庁舎等改修
費５７６４万８千円が計上されているが、目的、事業計
画について十分な検討がなされたとは言い難い。
市民が気軽に相談できる体制の充実として、今の本庁
舎の状況も含めて考えると、相談場所の確保などは喫緊
の課題。市民にとって利用しやすい庁舎とはどうあるべ
きか、本庁舎も含めた庁舎全体としてとらまえ、庁内で
十二分に検討し、市民の利便性、安全性とサービス提供
の効率性に十分配慮した適切な計画を議会に示し、議会
の理解を得た上で、本事業予算の執行がなされるべきも
のと考える。

「ふるさと南丹応援寄附金」６１０万円を 11 の事業
に充てるとしているが、その大半である 10 事業につい
ては、年度当初に予定した事業のままで、一般財源から
寄付金にという、財源だけを組み替えた予算編成となっ
ている。お粗末としか言いようがない。
おそらく、寄付をされた方は、本市をよくしてほし
い、寄付金がその一助になればとの熱い思いを持たれて
いると考えられる。
寄付金の趣旨にのっとって、新たな事業を構築してこ
そ、寄付された方の「ふるさと南丹への熱い思いに応え
ること」になる。　　
各職場での議論を積み上げた予算編成を求めて、反対
討論とする。

本予算の特筆すべきは２点である。過疎地域自立促進
特別事業債（ソフト事業）の計上は地域の自立促進や地
域福祉、地域格差是正の向上を目指し、保健福祉や地域
医療等の高齢者対策、少子化対策、地域環境と拠点整備
機能を高める内容の施策であり、過疎地域の自立促進や
市域の均衡ある発展に寄与する。
市庁舎等改修事業は議会で庁舎活用を前提とした買収
の議決を受け、９月議会で改修事業費が採択され、すで
に調査が実施中である。組織条例改正案は撤回された
が、庁舎としての早期の有効利用、市民の利便性向上に
は本予算執行は必要である。今後の活用内容には十分な
精査検証を求めた上で、賛意を表する。

請
願
書
の
取
扱
い

陳
情
書
の
受
理

要
望
書
の
受
理

賛成討論（要旨） 山下　秋則 議員

賛成討論（要旨） 橋本　尊文 議員
丹政会

反対討論（要旨） 高野　美好 議員
日本共産党市会議員団

反対討論（要旨） 高野　美好 議員
日本共産党市会議員団



佐々木市長にまちづくりを問う

一般質問一般質問一般質問
12月定例会では、
15人の議員が一般質問を
行いました。各議員の
質問と理事者の答弁の
概要は次のとおりです。
（質問順に掲載）

一

般

質

問

　

中
学
生
の
食
を
取
り
巻
く

状
況
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

事
は
、
成
長
過
程
の
子
供
た
ち

に
と
っ
て
大
変
重
要
な
問
題
で

あ
る
。
中
学
校
給
食
の
早
期
実

施
を
。　

実
施
が
可
能
と
な
る

よ
う
に
教
育
委
員
会
と
し
て
の

分
析
検
討
を
加
え
、
今
年
度
内

に
具
体
的
な
方
向
性
を
明
確
に

し
て
い
き
た
い
。

　

少
子
化
の
進
む
中
、
子
供

た
ち
の
学
習
環
境
と
し
て
も
、

若
者
が
選
ぶ
生
活
環
境
と
し
て

も
、
統
廃
合
が
必
要
で
あ
る
。

同
時
に
効
率
的
な
財
政
運
営
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

教
育
的
観
点
か
ら
子

ど
も
た
ち
が
持
っ
て
い
る
力
を

十
二
分
に
発
揮
で
き
る
良
い
教

育
環
境
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

検
討
を
進
め
る
。

　

子
供
た
ち
が
、
体
験
に

よ
っ
て
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
大
切
で
は
。
ま
た
、
市
民

へ
の
人
権
啓
発
事
業
の
工
夫
と

見
直
し
が
必
要
で
は
。

　

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く

南風クラブ

谷　　　幸 議員

実
施
に
向
け
年
度
内
に
方
向
性
を
明
確
に

中
学
校
給
食
の
早
期
実
現
を

教育長

谷

り
は
、
行
政
の
基
盤
と
な
る
施

策
で
あ
る
。
人
権
啓
発
事
業
に

つ
い
て
も
よ
り
一
層
効
率
的
に

考
え
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
豊
か

な
感
性
と
科
学
的
な
も
の
の
見

方
、
考
え
方
を
育
む
人
権
教
育

を
推
進
す
る
。

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
対
応
し
た
い

「
ホ
ン
モ
ロ
コ
」養
殖
の
転
作
を
認
め
よ

市長

高野

日本共産党市会議員団

高野　美好 議員

　

美
山
で
は
、
高
級
淡
水
魚

で
あ
る
「
ホ
ン
モ
ロ
コ
」
の
養

殖
が
、
美
山
漁
協
に
よ
っ
て
、

一
昨
年
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
休
耕
水
田
を
養
魚
池
と
し

て
利
用
し
て
い
る
方
が
あ
り
、

無
断
転
用
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

埼
玉
・
鳥
取
県
で
は
、
養

殖
池
を
「
水
田
転
作
」
と
し
て

認
め
て
い
る
。
市
だ
け
で
は
判

断
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い

が
、
農
業
委
員
会
や
府
等
へ

も
、
積
極
的
に
働
き
か
け
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、製
品
開
発
や
販
売
促

進
な
ど
、市
の
積
極
的
な
援
助・

対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　

農
業
委
員
会
も
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
漁
協
や
耕
作

者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
対
応

さ
れ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
具
体
策
に
つ
い
て
、
漁

協
・
耕
作
者
の
意
見
を
聞
き
進

め
て
い
き
た
い
。

販
路
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
や
府
に
も
お
願
い

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

成
功
す
る
よ
う
市
と
し
て
も
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

清
流
と
と
も
に
、
多
様
な

動
植
物
の
生
息
環
境
を
よ
り
よ

い
状
態
で
未
来
に
引
き
継
ぐ
た

め
の
事
業
と
し
て
、
21
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

住
民
参
加
で
計
画
づ
く
り

●
意
見
書

が
行
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昨

年
度
は
発
注
が
遅
れ
、
土
砂
置

き
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き

た
。
市
と
し
て
も
府
と
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
。　

地
元
と
の
連
携
を
強

め
、
完
成
に
向
け
努
力
す
る
。

政府は、新成長戦略を実現する観点から、ＥＰＡ（経済連携協定）の基本方針を１１月のＡＰＥＣ首脳会議で表明し、
その中で、環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）への参加表明検討など、その動きを加速化している状況にある。

わが国が、関税撤廃の例外措置を認めないＴＰＰ交渉に参加すれば、結果として、農林水産業の崩壊を招き、関連産
業を含む地域経済が大打撃を受け、雇用や環境までも極度に悪化させる恐れがある。

農業・農村は食を支えているばかりでなく、国土の保全や水源の涵養といった多面的な機能も持っており、こうした
機能が損なわれれば一般の市民生活にも多大な影響を及ぼす。

当然ながら、京都府内でも有数な米、畜産、野菜などの食料の供給地域である本市においても、農業生産額の大幅な
減少など地域経済に与える影響は甚大なものとなる。

本市では中山間地域も多く、また「農地・水・環境保全向上対策事業」では市内で１０７地区の活動協定を結び農地
や土地改良施設の維持管理、地域農業の振興に地域ぐるみで活動を展開している。

ＴＰＰ交渉は、単に物品の関税撤廃にとどまらず、金融、保険、医療など、あらゆる分野に関する仕組みの変更につ
ながるものである。

こうした重要な問題を内包しているにもかかわらず、参加の決定を下すことは遺憾と言えるものである。
このため、国民、消費者への安全で安心な食料の安定供給をはじめ、国民の圧倒的多数が望む食料自給率の向上は到

底不可能である。
よって、関税が撤廃されるＴＰＰへの参加を見合わせられるよう強く要望する。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２２年１２月１５日

衆議院議長　　参議院議長　　　内閣総理大臣　　内閣官房長官　　 
外務大臣　　　農林水産大臣　　経済産業大臣　　国家戦略担当大臣　　 

京都府南丹市議会議長　　井尻　治

全国的に米の過剰在庫が深刻な状況にあり、消費の低迷とあい
まって米価が低レベルで推移している中、平成２２年産米価は、全
農等の新米に対する概算金が６０ｋｇあたり前年対比で２，０００
円以上も低下している。

このような状況が続けば、集落営農の促進や法人化、多様な担い
手の育成などの政策で効率的な生産をめざして取り組みをすすめて
きた中、経営がたちゆかなくなる恐れがあり、農家経営のみなら
ず、地域経済にも重大な影響を与えることが予想される。

さらに米価下落は、離農や耕作放棄地が加速的に増加し、農業・
農村の崩壊を招きかねない状況となる。

世界の食料事情は大きく変化してきており、水田を最大限に活用
し、わが国の主食である米の安定供給を図り、食料自給率の向上に
取り組む必要がある。

本市では中山間地域も多く、また「農地・水・環境保全向上対策
事業」では市内で１０７地区の活動協定を結び農地や土地改良施設
の維持管理、地域農業の振興に地域ぐるみで活動を展開している。

よって、国におかれては、現下の米価が下落している現状を真摯
に受け止め、米の再生産を確保し地域農業や地域経済を維持・発展
される観点から、過剰米の買い入れをはじめ、米価の下落に対する
緊急対策を直ちに講じられるよう強く要望する。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２２年１２月１５日

衆議院議長　　　参議院議長　　 
内閣総理大臣　　内閣官房長官　　 
外務大臣　　　　農林水産大臣　　 
経済産業大臣　　国家戦略担当大臣　　

京都府南丹市議会議長　　井尻　治

議員提案され、賛成全員で意見書を可決し、関係各大臣へ送付しました。
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平成１８年度から施行された障害者自立支援法では、障害者への
福祉サービスの一元化が方針として謳われたものの、精神障害者の
就労や生活費の充足などの問題は、社会的な環境が未整備のため大
変深刻なものになっています。

平成１６年１２月、「特定障害者に対する特別障害給付金の支給
に関する法律」が成立し、同法によって、国民年金の任意加入期間
に加入しなかったことにより、障害基礎年金等を受給できなかった
学生及び被用者等の配偶者について、平成１７年４月から特別障害
給付金が支給されることになりました。

しかし、同法においては、国民年金に加入が認められていなかっ
た在日外国人などの無年金障害者については附則に検討を記すにと
どまっており、その他にも、国民年金保険料の納付要件や障害の状
態などにより年金が受け取れない状況にある無年金障害者が未だに
存在し、新たに生み出されている現状にあります。

よって、本市議会は、政府に対し、全ての精神障害者に対する生
活の安定及び福祉の増進を図る立場から、直ちに必要な検討を開始
し、国の責任で障害年金制度の改革など必要な措置を講じるよう強
く要請します。

以上、地方自治法第 99 条の規定に基づき意見書を提出します。

平成２２年１２月１５日

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
厚生労働大臣

京都府南丹市議会議長　井尻　治

議員提案され、賛成全員で意見書を可決し、関係各大臣へ送付しました。

障害年金制度の改革を求める意見書

議員提案され、賛成多数 ( 反対１人、退席１人 ) で意見書を可決し、関係各大臣へ送付しました。

ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）交渉参加に反対する意見書

可
決
さ
れ
た
意
見
書

米価下落に対する緊急対策を求める意見書

小
学
校
の
統
廃
合
は

人
権
尊
重
の
意
識
が
重
要

「
美
山
や
す
ら
ぎ
の

　
　

川
づ
く
り
事
業
」は
住
民
参
加
で
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地
域
と
の
協
議
・
連
携
も
不
可

欠
だ
が
。

　

教
育
・
市
長
部
局
が
共

通
認
識
を
持
ち
課
題
に
取
り
組

む
。
地
域
住
民
と
の
協
議
も
進

め
る
。　

重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
関
係
者
の
意
見
交

流
会
・
小
学
校
間
の
連
携
を
強

べ
き
と
思
う
が
、
考
え
は
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
遊

び
場
で
あ
っ
た
広
野
球
技
場
に

鍵
を
掛
け
子
ど
も
た
ち
を
締
め

出
す
理
由
は
。

　

施
設
の
活
用
に
つ
い
て

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
条
件
整
備
に
努
力
し
て
い

く
。

化
し
、
専
門
的
見
地
か
ら
の
組

織
の
立
ち
上
げ
も
検
討
す
る
。

　

犯
罪
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と

す
る
人
の
就
労
確
保
は
更
生
へ

の
一
番
の
近
道
で
あ
る
。
近
年

の
経
済
不
況
は
雇
用
機
会
の
減

少
に
拍
車
を
か
け
る
。
更
生
保

　

博
物
館
、
資
料
館
の

役
割
を
根
本
か
ら
考
え
積
極
的

に
検
討
し
て
い
く
。
広
野
球
技

場
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
苦
情

に
対
応
し
た
措
置
だ
。

　

福
祉
行
政
を
委
託
し
て
い

護
に
対
す
る
認
識
と
行
政
自
体

の
就
労
支
援
策
は
。

　

明
る
い
社
会
づ
く
り
の

観
点
か
ら
責
任
も
感
じ
る
。
法

務
局
・
府
と
連
携
し
、
担
う
べ

き
役
割
を
明
確
に
す
る
。

　

園
部
駅
前
交
差
点
よ
り

る
社
協
の
認
識
は
。

　

旧
来
の
社
協
は
町
の
付

属
機
関
と
と
ら
え
ら
れ
て
い

た
。
今
日
は
、
独
立
の
社
会
福

祉
法
人
と
し
て
市
の
大
き
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
を

取
っ
て
い
き
た
い
。

　

今
回
か
ら
市
が
募
金
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
本

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
充

実
・
教
育
環
境
の
整
備
は
行
政

の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
27
年

度
に
は
児
童
数
50
人
未
満
校
が

11
校
、
複
式
学
級
実
施
校
が
10

校
と
な
る
。
現
状
認
識
、
実
情

を
踏
ま
え
今
後
の
対
策
と
計
画

は
。学

校
の
適
正
規
模
問
題
は

　

各
地
に
空
き

施
設
が
多
く
見
受

け
ら
れ
る
が
、
地

域
活
性
化
、
介
護

予
防
の
た
め
に
無

料
開
放
で
き
な
い

か
。ま

た
、
資
料
館

等
は
無
料
で
あ
る

学
校
・
社
会
・
行
政
の
連
携
を

教
育
環
境
整
備
で
の
学
校
規
模
適
正
化
は市長

橋本

利
用
し
や
す
い
条
件
整
備
に
努
め
る

市
民
の
財
産
は
市
民
の
た
め
に
活
用
を市長

山下

八
木
方
面
の
数
百

メ
ー
ト
ル
は
大
き

な
カ
ー
ブ
で
通
行

車
両
・
近
隣
住
民
の

生
活
に
も
危
険
な

状
況
で
あ
る
。
交
差

点
形
状
調
査
が
進

行
中
だ
が
府
道
改

修
と
連
動
し
て
の

事
業
展
開
を
求
め

る
。　

鋭
意
努
力

し
積
極
的
に
取
り

組
む
。

来
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

府
の
指
導
で
共
同
募
金

委
員
会
を
設
置
し
た
。
募
金
活

動
が
強
制
に
な
ら
な
い
よ
う
、

説
明
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

掲
示
し
、
定
住
促
進
の
大
変
大

き
な
役
割
が
あ
る
事
業
と
思
っ

て
い
る
。
組
合
設
立
に
よ
っ
て

事
業
推
進
が
図
ら
れ
、
準
備
会

の
地
元
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ

連
携
を
強
め
な
が
ら
早
期
に
推

進
し
て
い
く
。

め
ら
れ
て
い
る
中
、
都
市
計
画

道
路
に
生
活
環
境
整
備
（
上
下

水
道
管
）
の
布
設
工
事
の
計
画

が
大
変
重
要
で
あ
り
、
市
の
的

確
な
先
行
投
資
の
決
断
が
必
要

で
あ
る
。

ま
た
、
「
公
営
住
宅
ス
ト
ッ

ク
総
合
活
用
計
画
」
で
は
、
土

地
区
画
整
理
事
業
の
保
留
地
や

を
明
ら
か
に
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
と

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
２
、
３
兆
円
増
え
る

と
い
う
見
方
も
あ
る
。
農
業
だ

け
で
な
く
、
国
全
体
の
こ
と
な

ど
総
合
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

市
所
有
地
、
公
社
所
有
地
等
を

有
効
に
活
用
し
、
財
政
や
補
助

事
業
の
補
助
金
を
考
慮
し
つ
つ

建
て
替
え
を
行
う
と
あ
り
、
住

生
活
の
見
直
し
と
、
人
口
増
や

定
住
促
進
を
図
る
上
で
の
八
木

駅
舎
周
辺
を
含
め
た
土
地
区
画

整
理
事
業
の
推
進
は
。

　

将
来
人
口
７
４
０
人
を

　

40
頭
は
い
る
と
い
わ
れ
る

西
本
梅
地
域
の
サ
ル
は
さ
ら
に

個
体
数
を
増
や
し
、
拡
散
し
て

い
る
状
況
だ
。
モ
ン
キ
ー
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
施
設
を
建
設

し
、
捕
獲
し
た
サ
ル
を
囲
う
考

え
は
。

　

特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計

画
以
上
に
捕
殺
は
で
き
な
い

が
、
こ
れ
だ
け
増
え
て
い
る
の

だ
か
ら
府
と
連
携
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

本
年
10
月
17
日
に
本
郷
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
八
木
駅
西
土
地
区
画
整
理
事

業
準
備
会
総
会
が
開
か
れ
、
本

組
合
立
ち
上
げ
に
向
け
事
業
推

進
に
ま
い
進
し
て
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
当
該
地
域
の
発

展
と
将
来
を
見
据
え
た
計
画
的

な
都
市
計
画
の
進
ち
ょ
く
が
求

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定
）
参

加
な
ら
日
本
の
食

料
自
給
率
は
14
％

に
な
り
、
農
業

･

地
域
は
崩
壊
す

る
恐
れ
は
大
で
あ

る
。
反
対
の
態
度

地
元
の
方
と
力
を
合
わ
せ
早
期
に
推
進

八
木
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

市長

葊瀨

国
全
体
の
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
市
農
業
は
破
壊
さ
れ
る
が市長

　

国
道
９
号

へ
の
接
続
工
事

が
途
中
で
止

ま
っ
て
い
る

が
。　

用
地
買

収
の
調
整
が
遅

れ
て
い
る
が
努

力
す
る
。

　

地
元
建
設
業
者
の
仕
事
起

こ
し
や
地
域
経
済
活
性
化
の
起

爆
剤
に
な
る
「
住
宅
改
修
助
成

制
度
」
「
小
規
模
工
事
希
望
者

登
録
制
度
」
は
府
下
の
多
く
の

自
治
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

制
度
の
創
設
の
考
え
は
な
い

か
。　

「
住
宅
改
修
助
成
制

度
」
の
創
設
は
考
え
て
い
な

い
。
「
小
規
模
工
事
希
望
者
登

録
制
度
」
は
亀
岡
市
の
状
況

等
、
調
査
、
研
究
し
て
い
き
た

い
。
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葊瀨　孝人 議員

日本共産党市会議員団

大　　一三 議員 山下　澄雄 議員

市議会だより『なんたん』／第20号 12市議会だより『なんたん』／第20号13

丹政会
橋本　尊文 議員

園部駅前の国道９号

鍵のかかった広野球技場

工事中の国道 477 号バイパス

大型機械による刈取り作業

更
生
者
の
就
労
支
援
を

国
道
９
号
の
改
修
に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
に

　
　
　

対
す
る
認
識
は

国
道
４
７
７
号
バ
イ
パ
ス
の

　
　
　
　
　

進
ち
ょ
く
状
況
は

増
加
す
る
サ
ル
を

　
一斉
捕
獲
し
囲
う
対
策
を

住
宅
改
修
助
成
制
度
な
ど

　
　
　

 

新
し
い
制
度
の
創
設
を



一

般

質

問

３
年
間
の
普
通
会
計
ベ
ー
ス
で

あ
り
、
全
体
の
見
通
し
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

遊
休
土
地
の
処
分
、
企
業
誘

致
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り
た

い
。総

合
振
興
計
画
の
着
実
な

推
進
を
基
本
に
進
め
た
い
。

況
に
憂
い
で
い
る
。
本
市
に
魅

力
を
感
じ
て
移
り
住
む
人
を
増

や
す
た
め
に
は
、
市
民
の
満
足

度
を
高
め
る
効
果
的
な
施
策
の

充
実
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

総
合
振
興
計
画
の
着
実
な

実
行
と
い
う
よ
う
な
抽
象
的
な

表
現
で
は
な
く
、
ま
ち
の
ど
の

部
分
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の

　

高
齢
者
福
祉
計
画
と
介
護

保
険
事
業
計
画
の
連
携
が
必
要

で
あ
る
。
高
齢
化
と
認
定
者
数

の
増
加
を
踏
ま
え
、
次
期
の
介

護
保
険
料
の
見
通
し
は
。

待
機
者
の
解
消
、
在
宅
支
援

か
。
今
任
期
中
に
ど
の
よ
う
な

施
策
を
行
う
の
か
、
中
心
市
街

地
の
整
備
で
ま
ち
を
ど
の
よ
う

な
姿
に
す
る
の
か
。
併
せ
て
、

職
員
数
の
削
減
が
求
め
ら
れ
る

が
、
主
権
者
で
あ
る
市
民
の
利

便
性
・
効
率
性
な
ど
の
条
件
を

加
味
し
た
市
役
所
組
織
な
ど
の

見
解
は
。

の
拡
充
、
介
護
職
員
の
人
材
確

保
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

福
祉
、
保
健
、
医
療
の

幅
広
い
視
点
で
構
築
し
た
い
。

保
険
料
は
、
数
百
円
上
昇
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
は
、
幅
広
い
連
携
と
協
力

で
進
め
て
い
き
た
い
。

　

市
の
社
会
体
育
振
興
指
針

　

総
合
振
興
計
画
の
着
実

な
推
進
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
施
策
は
、
市
民
に
明
示
す

る
中
で
の
着
実
な
進
行
こ
そ
が

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
考
え

る
。職

員
適
正
化
計
画
に
よ
り

職
員
数
の
抑
制
に
努
め
て
い
る

　

中
期
財
政
計
画
は
、
普
通

会
計
に
止
ま
ら
ず
、
特
別
会
計

等
へ
の
繰
出
金
も
含
め
た
視
点

が
必
要
で
あ
る
。

歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
適

正
化
を
図
り
、
メ
リ
ハ
リ
あ
る

予
算
で
市
の
目
指
す
力
点
を
明

確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
計
画
は
、
向
こ
う

　

市
長
は
20
年

後
の
ま
ち
を
見
つ

め
て
市
政
の
運
営

を
進
め
る
必
要
が

あ
る
が
、
混
迷
す

る
国
政
同
様
に
、

本
市
の
将
来
に
向

け
た
具
体
的
な
施

策
が
示
せ
な
い
状

大
き
な
視
点
で
あ
り
重
大
な
責
務
と
認
識

歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
適
正
化
が
必
要

市長

村田

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
新
た
な
施
策
の
構
築
を

市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
施
策
を
求
め
る

市長

松尾

を
確
立
す
べ
き
で
あ

る
。体

育
施
設
の
体

協
へ
の
指
定
管
理
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援

を
求
め
る
。

　

社
会
体
育

指
針
の
あ
り
方
か
ら

検
討
し
た
い
。
指
定

管
理
は
現
状
を
見
直

し
、
総
合
型
に
は
積

極
的
に
対
応
し
た

い
。

が
、
嘱
託
職
員
・
臨
時
職
員
は

増
加
し
て
い
る
。

　

市
政
懇
談
会
に
配
布
さ
れ

た
資
料
に
よ
る
と
、
無
策
な
市

の
様
子
が
示
さ
れ
た
。

市
民
の
心
に
響
く
、
一
歩
踏

み
込
ん
だ
施
策
を
具
体
的
に
示

し
、
次
年
度
予
算
に
反
映
す
る

気
合
を
求
め
る
。

　

総
合
振
興
計
画
を
着
実

に
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
基
本

で
、
実
施
計
画
等
を
精
査
し
予

算
施
策
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

丹政会

村田　正夫 議員

一

般

質

問

い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
計
画

で
進
め
る
の
か
。

　

駅
が
危
険
だ
と
い
う
明

確
な
資
料
の
提
出
を
お
願
い
し

た
い
。
駅
は
JR
の
所
有
物
で
あ

り
、
調
査
結
果
を
も
と
に
検
討

し
て
い
た
だ
き
協
議
す
る
。

多
く
通
行
し
て
い
る
が
、
市
の

安
全
対
策
は
。

西
田
地
区
の
地
権
者
に
説

明
が
府
・
市
か
ら
何
も
な
い
。

　

地
元
周
辺
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
踏
ま
え
、
交
通
安
全
の

確
保
に
努
力
し
て
い
く
。

　

指
摘
の
と
お
り
地
元
関

係
者
と
連
絡
調
整
を
府
と
一
緒

　

「
中
学
校
給
食
の
早
期

実
施
を
求
め
る
」
署
名
が
約

３
０
０
０
筆
集
め
ら
れ
る
ほ
ど

要
望
が
強
い
が
、
京
丹
波
町
の

よ
う
に
実
施
時
期
を
明
確
に
す

べ
き
で
は
。

　

教
育
委
員
会
と
連
携
し

検
討
委
員
会
の
答
申
を
受
け
協

議
を
進
め
る
。

に
進
め
て
い
く
。

　

バ
ス
交
通
が
必
要
な
交
通

弱
者
が
多
い
。
八
木
町
に
い
つ

デ
マ
ン
ド
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
は

実
施
さ
れ
る
の
か
。

　

公
共
交
通
の
利
用
が
不

　

中
学
校
で
の
理
解
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
で
、
課
題
を
ク
リ
ア
す
る

検
討
を
重
ね
た
い
。
具
体
的
な

方
向
性
に
つ
い
て
は
、
年
度
内

に
明
確
に
し
た
い
。

　

セ
ン
タ
ー
事
業
の
検
証
と

　

八
木
駅
の
早
期
改
修
・
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
八
木
駅
利

用
者
の
切
実
な
願
い
で
あ
る
。

市
政
懇
談
会
で
も
要
望
が
出
さ

れ
、
カ
ー
ブ
ホ
ー
ム
に
よ
る
車

両
と
ホ
ー
ム
の
隙
間
の
危
険
性

の
指
摘
も
あ
っ
た
。

　

調
査
結
果
を
踏
ま
え
「
駅
周

辺
整
備
計
画
案
」
が
出
さ
れ
て

　

国
道
４
７
７

号
西
田
大
薮
道
路

は
南
広
瀬
と
西
田

区
内
の
工
事
が
進

ん
で
い
な
い
。

そ
の
た
め
子

ど
も
や
老
人
が
歩

く
南
広
瀬
の
狭
い

生
活
道
路
に
車
が

日本共産党市会議員団

仲　 絹　枝 議員

駅
が
危
険
で
あ
る
と
い
う
資
料
を

八
木
駅
の
改
修
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

市長

仲

交
通
安
全
の
確
保
に
努
力

府
、市
の
安
全
と
説
明
対
応
は

市長

川勝

便
な
集
落
に
22
年
６
月
、
タ
ク

シ
ー
・
バ
ス
事
業
者
と
の
協
議

を
実
施
し
、
運
輸
局
の
許
可
等

の
手
続
き
を
得
て
、
来
年
度
以

降
２
年
間
に
分
け
て
実
証
実
験

を
行
い
、
早
い
時
期
に
全
市
を

対
象
に
本
格
実
施
を
行
う
。

　

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人

口
の
急
減
な
ど
は
地
域
経
済
の

衰
退
・
自
治
体
財
政
破
綻
の
危

機
に
直
面
す
る
。
環
境
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
、
意
識
づ
く

り
の
施
策
で
地
域
経
済
の
建
て

直
し
と
人
口
増
加
対
策
は
。

　

こ
の
４
年
間
に
１
６
０

０
人
も
人
口
が
減
少
し
た
。
今

後
の
産
業
振
興
、
企
業
誘
致
、

雇
用
の
確
保
や
子
ど
も
が
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
の
整
備
、
地

域
・
街
の
活
性
化
を
考
え
、
施

策
を
生
か
し
て
い
く
。

見
直
し
、
あ
り
方
の

検
討
を
す
べ
き
で

は
。
日
中
一
時
支
援

事
業
の
委
託
先
を
公

募
す
る
考
え
は
。

　

23
年
度
事
業

の
方
向
付
け
と
し
て

は
、
課
題
、
効
果
な

ど
検
証
す
る
中
で
、

運
営
委
員
会
等
の
協

議
を
踏
ま
え
、
選
定

に
つ
い
て
検
討
す

る
。

丹政会

川勝　眞一 議員
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総合型地域スポーツクラブの活動

市政懇談会

八木駅のホーム

南広瀬の生活道路

松尾　武治 議員

介
護
保
険
事
業

　
　

第
５
期
の
対
応
は

中
学
校
給
食
の

　
　

実
施
時
期
を
明
確
に

人
口
の
急
減
対
策
は

デ
マ
ン
ド
バ
ス
・

　

タ
ク
シ
ー
の
実
施
は

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は
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ど
こ
に
も
あ
る
冷
蔵
庫
内
に
保

管
し
て
救
急
隊
員
が
迅
速
か
つ

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
を
活
用
し
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
・
障
が
い
者
の

方
を
24
時
間
見
守
る
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
図
れ
な
い
か
。

　

現
在
緊
急
連
絡
先
等
記

変
重
要
な
施
設
で
あ
る
。
今

後
、
一
層
激
化
す
る
で
あ
ろ
う

社
会
情
勢
に
備
え
、
よ
り
強
固

な
連
携
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
。　

大
学
等
は
、
知
的
財
産

と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
幅
広

い
部
分
で
連
携
を
強
め
て
い
く

こ
と
が
大
学
の
振
興
に
も
つ
な

入
し
た
「
見
守
り
カ
ー
ド
」
を

千
枚
程
度
電
話
機
近
く
に
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
常
服

薬
の
情
報
等
も
記
載
し
て
い
き

た
い
。

ま
た
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を

活
用
し
た
有
効
な
シ
ス
テ
ム
構

築
に
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
防
止
へ

が
る
。
大
学
等
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
施
策
も
よ
り
一
層
深
め

て
い
く
。
府
と
も
連
携
し
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
の
皆

さ
ん
、
先
生
方
も
定
住
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
力
す
る
。

健
診
情
報
の
活
用
を
。

　

早
期
発
見
が
大
事
だ
が

個
人
情
報
の
活
用
と
い
う
点
で

課
題
が
あ
る
。
関
係
機
関
と
連

携
を
強
め
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

22
年
は
記
録
的
猛
暑
で
熱

中
症
等
多
大
な
被
害
が
出
た
。

23
年
も
そ
れ
を
超
え
る
の
で
は

　

24
年
度
か
ら
中
学
校
で
武

道
が
必
修
化
さ
れ
る
が
、
柔
道

は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
比
べ
事
故

が
突
出
し
て
多
い
と
指
摘
を
さ

れ
て
い
る
。
頭
部
ガ
ー
ド
等
の

着
用
や
専
門
知
識
に
長
け
た
方

　

府
営
団
地
内
で
、
10
月
一

人
暮
ら
し
の
方
が
部
屋
で
倒
れ

意
識
不
明
に
な
り
、
区
長
が
近

親
者
へ
の
連
絡
先
を
役
所
に
聞

い
た
が
個
人
情
報
で
教
え
て
も

ら
え
な
か
っ
た
。
「
緊
急
情
報

キ
ッ
ト
」
と
し
て
、
連
絡
先
・

健
康
保
険
証
の
写
し
・
常
服
薬
・

持
病
等
書
き
込
ん
だ
も
の
を
、

　

近
年
、
大
学

等
の
定
員
割
れ
が

問
題
と
な
っ
て
い

る
。
本
市
は
、
多

く
の
高
等
教
育
機

関
が
立
地
し
て
い

る
。
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
、
経
済

的
観
点
か
ら
も
大

先
進
事
例
を
参
考
に
民
生
委
員
等
と
対
応

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の
安
全
対
策
を

市長

林

丹政会

仲村　　学 議員

よ
り
一
層
強
め
て
い
く

大
学
等
と
強
固
な
連
携
を

市長

仲村

と
危
惧
さ
れ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
健

康
保
持
最
優
先
の

た
め
、
幼
稚
園
・

保
育
所
・
小
中
学

校
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

生
き
る

力
を
育
む
学
校
教

育
環
境
整
備
事
業

の
推
進
と
併
せ
て

検
討
を
加
え
て
い

く
。

に
協
力
を
要
請
す
る
等
、
よ
り

安
全
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
る
が
。

　

部
活
動
を
含
め
た
ス

ポ
ー
ツ
全
般
に
お
い
て
、
指
導

い
た
だ
い
て
い
る
外
部
の
方
々

も
含
め
、
事
故
災
害
を
未
然
に

防
ぐ
取
り
組
み
や
指
導
、
さ
ら

に
は
安
全
に
関
す
る
研
修
を
重

ね
て
行
っ
て
い
く
よ
う
各
学
校

長
に
徹
底
す
る
。

一

般

質

問

く
の
が
行
政
の
役
割
と
考
え
る

が
。　

豊
富
な
資
源
を
生
か
し

た
観
光
事
業
は
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
と
っ
て
も
重
要
な
事
業
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
地
域

振
興
、
産
業
振
興
の
局
面
か
ら

も
考
え
て
行
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
。

築
部
が
抱
え
る
多
く
の
重
要
課

題
解
決
の
た
め
に
は
、
構
想

力
、
戦
略
性
、
専
門
性
、
指
導

性
を
も
っ
て
早
期
の
対
応
が
必

要
な
の
に
、
そ
の
管
理
・
監
督

が
一
人
の
部
長
で
対
応
で
き
る

の
か
疑
問
。
統
合
す
る
こ
と
で

課
題
解
決
が
進
ま
ず
、
中
途
半

端
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
危

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

の
中
、
交
通
弱
者
を
な
く
し
て

い
く
た
め
ど
の
よ
う
に
考
え
進

め
て
行
こ
う
と
さ
れ
て
い
る
の

か
。　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
・
タ
ク

惧
す
る
。

　

事
業
系
の
再
編
に
対
し

て
危
惧
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
貴
重
な
意
見
と
受
け
止

め
、
市
民
に
使
い
や
す
い
市
役

所
の
在
り
方
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

シ
ー
事
業
を
計
画
、
来
年
度
か

ら
実
証
実
験
を
行
う
。

　

選
挙
の
投
票
に
期
日
前
投

票
が
採
用
さ
れ
た
。
投
票
入
場

券
の
裏
面
に
「
期
日
前
投
票
宣

誓
書
」
を
印
刷
す
る
こ
と
と
、

　

22
年
は
例
年
に
な
い
素
晴

ら
し
い
紅
葉
だ
っ
た
。
自
然
を

求
め
て
、
多
く
の
観
光
客
が
本

市
に
来
ら
れ
た
。
観
光
資
源
が

豊
富
に
あ
り
、
ま
た
、
地
域
も

頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
。

市
内
に
あ
る
行
事
等
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
、
そ
れ
を
観
光
プ

ラ
ン
に
し
て
情
報
発
信
し
て
い

　

「
市
民
に
分

か
り
や
す
い
」
と

い
う
こ
と
で
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
で
「
部
」
を
大

く
く
り
す
る
の
は

非
常
に
荒
っ
ぽ

い
。
例
え
ば
農
林

商
工
部
と
土
木
建

地
域
振
興
、
産
業
振
興
の
面
か
ら
考
え
る

観
光
で
地
域
振
興
を

市長

木戸

指
摘
事
項
を
課
題
と
し
て
取
り
組
む

課
題
山
積
の
中
、部
の
統
合
に
危
惧

市長

山下

　

府
道
園
部
停
車
場
線
の
整

備
に
つ
い
て
、
府
に
比
べ
市
の

具
体
的
な
取
り
組
み
が
感
じ
ら

れ
な
い
。
府
道
の
整
備
を
早
め

る
に
は
、
接
続
す
る
駅
前
広
場

整
備
の
計
画
図
を
市
が
早
く
示

す
こ
と
。
23
年
度
当
初
予
算
に

広
場
整
備
計
画
図
作
成
費
の
予

算
化
の
考
え
は
な
い
か
。

　

府
道
と
国
道
９
号
と
の

交
差
点
の
形
状
に
つ
い
て
、
府

と
国
交
省
と
の
協
議
が
終
わ
れ

ば
府
か
ら
素
案
が
示
さ
れ
る
も

の
と
思
う
。
そ
れ
と
の
整
合
を

図
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
23
年

度
当
初
予
算
へ
の
計
上
は
課
題

で
あ
る
が
、
府
と
十
分
協
議
し

て
早
期
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

山下　秋則 議員

会
場
に
シ
ー
ト
を

敷
き
、
靴
の
ま
ま

で
投
票
で
き
る
よ

う
に
し
て
は
。

　

投
票
率
の

向
上
、
投
票
し
や

す
い
環
境
づ
く
り

は
大
切
な
こ
と
だ

と
思
う
。

林　　　茂 議員木戸　德吉 議員
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配布されている見守りカード

市内に立地する高等教育機関

観光客でにぎわうかやぶきの里

整備が待たれる園部駅前広場

体
育
の
事
故
防
止
策
は

　
　
　
　
　
　

万
全
か

公
共
交
通
の
あ
り
方
は

投
票
率
向
上
と
と
も
に

　
　

高
齢
者
に
配
慮
を

整
備
を
早
め
る
に
は

　

早
期
の
広
場
整
備
計
画

　
　
　
　

図
の
作
成
が
必
要
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る
議
案
が
出
さ
れ
た
。

組
織
の
統
廃
合
に
よ
る
専

門
性
の
欠
如
、
さ
ら
に
、
旧
法

務
局
舎
の
駐
車
場
は
狭
く
、
現

駐
車
場
か
ら
の
危
険
な
道
路
横

断
が
心
配
さ
れ
る
が
。

　

部
の
統
廃
合
に
よ
り
専

門
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い

と
考
え
る
。
施
策
の
明
確
化
と

で
き
る
だ
け
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
考
え
る
。

　

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
は
米
価
の
大
幅
な
下
落
に
伴

い
、
危
機
的
状
況
で
あ
る
。
緑

豊
か
な
環
境
と
多
面
的
機
能
を

有
す
る
稲
作
農
業
に
お
い
て
、

地
産
地
消
等
の
新
た
な
施
策
が

必
要
と
考
え
が
、
２３
年
度
予
算

編
成
で
は
ど
う
か
。

　

市
に
と
っ
て
重
要
な
基

幹
産
業
で
あ
る
。
国
や
府
と
連

携
し
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
施
策
の
活
用
を
基
本
に
、

地
産
地
消
の
促
進
も
含
め
予
算

編
成
に
努
力
す
る
。

　

１９
年
８
月
に
支
所
職
員
の

半
減
と
本
庁
は
３
部
か
ら
７
部

制
へ
と
移
行
さ
れ
、
市
長
か
ら

不
退
転
の
決
意
で
取
り
組
む
と

組
織
再
編
さ
れ
た
が
、
今
議
会

に
お
い
て
、
市
民
部
と
福
祉
部

を
、
農
林
部
と
土
木
建
築
部
を

統
合
す
る
再
編
案
と
旧
法
務
局

舎
を
総
合
窓
口
と
し
て
活
用
す

川勝　儀昭 議員

窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
目
指
す

業
務
の
専
門
性
と
真
の
利
便
性
の
確
保
を

市長

川勝
常
任
委
員
会
活
動
報
告

広
報
特
別
委
員
会
活
動
報
告

11
月
11
日
と
12
日
に
か
け

て
、
議
会
広
報
の
あ
り
方
と
し

て
、
紙
ベ
ー
ス
の
も
の
か
ら
、

映
像
に
よ
る
議
会
中
継
を
視
野

に
入
れ
、
す
で
に
取
り
入
れ
て

い
る
篠
山
市
と
徳
島
県
那
賀
町

を
視
察
し
ま
し
た
。

篠
山
市
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会
中
継
に
至

る
ま
で
の
経
過
や
中
継
の
運
用

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

平
成
14
年
初
期
の
シ
ス
テ

ム
構
築
直
後
は
、
最
大
時
接
続

数
が
30
台
と
い
う
中
で
、
職
員

の
閲
覧
が
多
く
、
市
民
が
見
ら

れ
な
い
状
況
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
現
在
は
第
３
次
シ
ス
テ

ム
導
入
に
よ
り
、
最
大
時
接
続

数
が
１
０
０
台
ま
で
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

ほ
か
に
も
、
議
会
広
報
の
編

集
作
業
や
一
般
質
問
の
方
法
な

ど
へ
の
質
疑
を
行
い
、
全
体
的

な
議
会
広
報
の
あ
り
方
に
つ
い

て
研
修
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
那
賀
町
で
、
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
を
利
用
し
た
議
会
中
継

の
導
入
の
経
過
や
運
用
、
Ｖ
Ｏ

Ｄ
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。平

成
19
年
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
審

議
会
で
、
議
会
の
生
放
送
の
要

請
が
あ
り
、
21
年
６
月
よ
り
本

格
的
に
中
継
を
開
始
さ
れ
ま
し

た
。生

中
継
を
行
う
こ
と
で
、
一

般
質
問
や
答
弁
が
住
民
に
わ
か

り
や
す
く
工
夫
を
す
る
よ
う
に

11
月
24
日

委
員
会
を
開
催

議
案
第
87
号　

南
丹
市
特

別
職
員
の
給
与
を
人
事
院
勧
告

に
従
い
引
き
下
げ
る
案
を
審

査
。賛

成
全
員
に
よ
り
可
決
。

第
88
号　

南
丹
市
職
員
の

給
与
を
人
事
院
勧
告
に
従
い
引

き
下
げ
る
案
を
審
査
。

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
。

12
月
３
日

委
員
会
を
開
催

第
90
号　

南
丹
市
副
市
長

の
定
数
を
２
人
か
ら
１
人
に
す

る
改
正
を
審
査
。

賛
成
全
員
に
よ
り
可
決
。

第
91
号　

南
丹
市
市
長
部

局
の
職
員
数
を
３
７
３
人
か
ら

３
５
４
人
に
す
る
改
正
を
審

査
。賛

成
全
員
に
よ
り
可
決
。

第
92
号　

南
丹
市
消
防

団
の
設
置
等
の
一
部
改
正
及

び
第
93
号
消
防
団
員
の
定
数

を
１
７
０
０
人
以
内
か
ら

１
５
５
０
人
以
内
に
す
る
改
正

を
審
査
。

賛
成
全
員
に
よ
り
可
決
。

第
97
号　

南
丹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
審

査
。市

庁
舎
改
修
事
業
、
過
疎
債

の
充
当
事
業
、
ふ
る
さ
と
南
丹

応
援
寄
附
金
、
安
心
メ
ー
ル
等

に
質
疑
。

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
。

市
庁
舎
改
修
事
業
の
執
行

に
対
す
る
付
帯
決
議
を
提
出
。

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
。

第
１
０
０
号　

南
丹
市
市

営
バ
ス
運
行
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
を
審
査
。

賛
成
全
員
に
よ
り
可
決
。

第
１
０
３
号　

南
丹
市
土

地
取
得
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
を
審
査
。

賛
成
全
員
に
よ
り
可
決
。

▼
総
務
常
任
委
員
会

委
員
会
活
動
報
告

消防団出初式

　

八
木
駅
舎
改
築

の
現
状
と
市
街
化
区

域
内
の
上
下
水
道
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必

要
と
考
え
る
が
。

　

早
期
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
向

け
、
JR
と
協
議
す

る
。
良
好
な
市
街
化

形
成
の
た
め
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
整
備
に
努
力

す
る
。

な
っ
た
こ
と
、
発
言
内
容
に
つ

い
て
責
任
が
重
く
な
っ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
放
送
時
間
を
２
時
間

程
度
に
編
集
し
て
録
画
放
送
も

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
各
常

任
委
員
会
に
つ
い
て
も
生
放
送

を
検
討
す
る
な
ど
広
報
紙
を
発

行
し
て
い
な
い
分
、
生
中
継
や

録
画
放
送
で
の
、
広
報
活
動
を

重
視
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま

し
た
。

本
市
で
も
議
会
傍
聴
が
で

き
な
い
住
民
へ
の
広
報
活
動
と

し
て
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
中
継
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
中
継
等
、
早

急
に
取
り
入
れ
る

必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

▼
厚
生
常
任
委
員
会

の
主
な
個
所
を
調
査
し
ま
し
た
。

日
吉
管
内
の
用
水
路
・
た
め

池
整
備
で
は
、
仏
原
池
・
上
胡

麻
支
線
水
路
・
谷
口
池
。
道
路

改
良
で
は
、
中
道
新
田
線
・
生

畑
線
・
小
畑
線
・
海
老
谷
線
な

ど
。
美
山
管
内
の
用
水
路
改
良

で
は
向
山
水
路
・
北
上
ヶ
城
水

路
な
ど
。
橋
り
ょ
う
改
良
で
は

下
吉
田
大
橋・田
歌
大
橋
な
ど
。

道
路
改
良
で
は
島
公
民
館
朴
ノ

木
線
・
小
渕
音
海
線
な
ど
。

ま
た
、
自
然
文
化
村
の
木
質

ボ
イ
ラ
ー
、
美
山
ふ
る
さ
と
㈱

の
乳
製
品
加
工
体
験
施
設
・
牛

乳
加
工
処
理
施
設
な
ど
現
地
で

担
当
職
員
な
ど
か
ら
詳
し
く
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

▼
産
業
建
設
常
任
委
員
会

10
月
26
日

福
島
県
田
村
市
議
会
産
業

建
設
常
任
委
員
会
の
視
察
受
け

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

流
域
下
水
施
設
の
移
管
に

つ
い
て
同
様
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
活
発
な
意
見

交
換
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
の

課
題
を
抱
え
る
市
で
協
議
会
を

結
成
す
る
方
向
で
意
見
を
取
り

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
、
有
意

義
な
視
察
受
け
入
れ
に
な
り
ま

し
た
。

11
月
８
日

過
疎
計
画
の
事
業
計
画
個

所
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。　
　
　

今
回
は
、
日
吉
・
美
山
管
内田村市議会視察受け入れ

管内調査（日吉地内）

10
月
12
日
、
14
日

平
成
21
年
度
一
般
、
特
別

会
計
の
決
算
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

10
月
26
日
、
27
日

岐
阜
県
恵
那
市
と
愛
知
県

尾
張
旭
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

恵
那
市
で
は
「
恵
那
市
少
子

化
対
策
指
針
に
基
づ
く
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
定

住
促
進
対
策
事
業
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

尾
張
旭
市
で
は
「
健
康
都

市
宣
言
の
経
過
と
活
動
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

定
義
に
基
づ
く
健
康
都
市
に
つ

い
て
の
概
要
と
活
動
、
健
康
を

通
し
た
医
療
対
策
事
業
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

本
市
と
は
ま
ち
の
規
模
等

異
な
り
ま
す
が
、
良
き
施
策
を

反
映
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。

12
月
７
日

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
４
件
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
・

答
弁
の
後
に
表
決
を
行
い
、
す

べ
て
の
議
案
に
お
い
て
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

恵那市での視察

尾張旭市での視察
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Ｖ
Ｏ
Ｄ

ビ
デ
オ
・
オ
ン
・

デ
マ
ン
ド
の
略
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
使
っ
て
視
聴

者
が
映
像
を
観
た
い

時
に
観
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
。

活用が待たれる旧法務局舍那賀町での視察

危
機
的
状
況
の
農
業
救
済
を



議
会
の
様
子
を
伝
え
る
に

は
、
こ
の
広
報
紙
や
市
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
だ
け

で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。議

会
の
生
中
継
や
再
放
送

の
在
り
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
配
信
な
ど
も
含
め
、

先
進
地
の
視
察
や
調
査
な
ど

も
行
い
、
広
報
委
員
会
で
現

在
検
討
中
で
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
に

分
り
や
す
い
広
報
広
聴
活
動

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
Ａ・Ｋ
）

委
員
長　
　

仲　
　

絹
枝

副
委
員
長　
　

山
下　

秋
則

委　

員　
　

大
町　
　

功

　

〃　
　
　

小
中　
　

昭

　

〃　
　
　

仲
村　
　

学

　

〃　
　
　

林　
　
　

茂

　

〃　
　
　

廣
瀨　

孝
人

広
報
委
員

3月定例会の予定

2月22日(火)本会議
	 (開　会)
28日(月)本会議

	 (一般質問・代表)
3月 1日(火)本会議
	 (一般質問)

2日(水)本会議
	 (一般質問)
18日(金)本会議

	 (採決)
25日(金)本会議

	 (採決・閉会)
＊2月14日（月）午後5時までに提出された
請願・陳情等は３月定例会で取り扱われま
す。　
＊会議時間はいずれも午前10時からの予定
です。この日程については予定であり、予
告なく変更となる場合があります。

本紙は環境への配慮から、森林認証紙に、ソイインキ（大豆油）で印刷しています。

日本ウオーキング協会の表彰を受けた「美山歩こう会」

市議会だより『なんたん』／第20号 20

特　　　　　集

南丹市の
る たち

がんばる

～「美山歩こう会」～
代表　磯部　操

平
成
13
年
に
歩
く
こ
と
を
通
し
て
①
健
康
づ

く
り　

②
自
然
や
文
化
に
ふ
れ
る　

③
人
と
の

交
流
を
目
的
に
発
足
し
て
10
年
が
経
ち
ま
し

た
。
会
員
は
１
０
０
名
で
元
気
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

京
都
府
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
傘
下
、
年
４

～
５
回
は
京
都
の
名
所
・
旧
跡
を
訪
ね
歩
き
、

多
く
の
仲
間
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

地
元
の
豊
か
な
自
然
や
文

化
を
認
識
す
る
町
内
を
歩
く

「
ふ
る
さ
と
再
発
見
ウ
オ
ー

ク
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
外
か
ら
の
参
加
が
多

い
か
や
ぶ
き
の
里
ワ
ン
デ
ー

マ
ー
チ
（
11
月
）
、
長
老
山
ハ

イ
ク
（
９
月
）
も
定
着
し
、
開

催
し
て
い
ま
す
。

美
山
に
は
日
本
の
歩
き
た

く
な
る
み
ち
五
百
選
（
北
か
や

ぶ
き
の
里
コ
ー
ス
）
と
遊
歩
百

選
（
虹
の
湖
コ
ー
ス
）
の
指
定

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一

度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
美
山
町
の
磯
部
　
操
さ
ん
が

代
表
を
務
め
て
お
ら
れ
る
「
美
山
歩
こ
う

会
」
を
紹
介
し
ま
す
。


